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１．  はじめに

筆者らは新たなテレビジョン放送形態として視聴者発信

放送 (Talk-back TV)、視聴者体験共有放送 (Talk-together
TV)1)-3)に着目している。このような系での最も重要な技術

課題は自然な会話を実現するため一巡遅延時間をいかに小

さくするかにある。ここでは異なる複数の映像ソースを合

成する際の遅延を最小化する多元同期方法を提案する＊。

2 ．システムモデル

従来使われている多元同期手法を図１に示す。これは fA
≠fB で駆動している。MIX 点ではフレームシンクロナイザ
により同期化しているが、0~1 フレーム期間の変動遅延を
生じる。これを解決するには fA＝ fB として位相制御を行え

ばよい。しかし、その手法はシステムに自由度が無く大掛

かりになる。そこで fA≠fB ではあるが各々が高精度であれ

ば、通信の初めに位相制御をすれば実用に足るものとなる。

図１　従来のシステム

3.　同期位相制御手段

今回提案する具体的な手法では、図 2 に示す。まず fA 及
び fBはそれぞれ独立した高精度な同期源である。MIX 点で
の A,B 両側の同期位相の誤差を VPD(同期位相差検出器）
で検出する。その誤差分の修正を B 側の OSG(オフセット
同期発生器)に要求することにより A と B の位相差を解消
する。

4.　所要位相制御頻度

同期信号周波数精度に対する位相ずれを図 3 に示す。1
時間に水平同期の位相ずれがどの程度生じるかを、１水平

期間を 360°として計算した。結論として水晶発振器(精
度： 10 － 6 程度）は誤差修正の頻度が多すぎてしまい非現

実的である。一方原子発振器 (精度： 10-11 程度)では位相修
正は通信の開始時のみでよい。

図２　提案システム

図３　同期周波数精度と位相ずれの関係

5.　実験結果

　図１の系における fAを TV 第１ CH に固定し、fB を①TV
第６ CH 及び②計器内水晶発振器自走の場合との比較を行
った。水平同期位相ずれの計測結果は①16° (30 分 )、②
40680°(5分)で 1時間に換算すると ①３２°、②５×105°

となり図 3に示すように計算結果とほぼ対応する。

6.　むすび

　独立同期源による多元同期システムを実証できた。今後

位相同期制御信号の IP 伝送や、実際のネットワークを経由
させた時の動作などを調べ実用に近づけたい。
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